
(57)【要約】

【課題】金型のキャビティ表面が粗いシボ面であっても

、型締時にはピンの先端部と密着して、樹脂が侵入する

空隙が生じないようにして、バリの発生を防止する。

【解決手段】入れ子１１のキャビティ表面が、シボ加工

が施されたシボ面１１ａであり、入れ子１２の、型締時

にシボ加工面１１ａに当接するピン１２ａの先端部１２

ｄが、軟らかい真鍮により形成されている。型締動作で

、ピン１２ａの先端部１２ｄの凸部１２ｂがシボ面１１

ａに押し付けられて、シボ加工面１１ａに沿って変形さ

せられてシボ面１１ａに密着して空隙が生じず、ピン１

２ａによって成形される窓部の輪郭がギザギザにならな

い。

【選択図】　　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
可 動 側 金 型 と 固 定 側 金 型 の 少 な く と も 一 方 の キ ャ ビ テ ィ 表 面 の 温 度 を 繰 り 返 し 上 下 す る ヒ
ー ト サ イ ク ル 成 形 法 が 行 わ れ る 金 型 装 置 に お い て 、
固 定 側 と 可 動 側 の 金 型 が 互 い に 当 接 す る 部 分 の 、 パ ー テ ィ ン グ ラ イ ン に 垂 直 な 断 面 の コ ー
ナ ー 部 の 曲 率 半 径 が ０ ． ２ ｍ ｍ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 金 型 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 金 型 が 、 母 型 と そ れ に 装 着 さ れ る 入 れ 子 と か ら な り 、 前 記 入 れ 子 の パ ー テ ィ ン グ ラ イ
ン に 垂 直 な 断 面 の コ ー ナ ー 部 の 曲 率 半 径 が ０ ． ２ ｍ ｍ 以 下 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 金 型
装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
可 動 型 金 型 と 固 定 側 金 型 の 少 な く と も 一 方 で は 、 母 型 に 装 着 さ れ る 入 れ 子 が 複 数 に 分 割 さ
れ て お り 、
同 一 の 母 型 内 で 入 れ 子 同 士 が 当 接 す る 部 分 の 、 パ ー テ ィ ン グ ラ イ ン に 垂 直 な 断 面 の コ ー ナ
ー 部 の 曲 率 半 径 が ０ ． ２ ｍ ｍ 以 下 で あ る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 金 型 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
可 動 側 金 型 と 固 定 側 金 型 の 少 な く と も 一 方 の キ ャ ビ テ ィ 表 面 の 温 度 を 繰 り 返 し 上 下 す る ヒ
ー ト サ イ ク ル 成 形 法 が 行 わ れ る 金 型 装 置 に お い て 、
固 定 側 の キ ャ ビ テ ィ 表 面 に 表 面 粗 化 加 工 が 施 さ れ て お り 、 こ れ に 当 接 す る ピ ン の 先 端 部 が
軟 ら か く て 加 工 面 に な じ む 材 質 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 金 型 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 表 面 粗 化 加 工 は シ ボ 加 工 で あ る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 金 型 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 ピ ン の 先 端 部 の 縦 弾 性 係 数 が ９ ８ ×１ ０ ４ ～ １ ０ ３ ０ ×１ ０ ４ Ｎ ／ ｃ ｍ ２ で あ り 、 前
記 表 面 粗 化 加 工 が 施 さ れ る キ ャ ビ テ ィ 表 面 を 有 す る 金 型 が 、 型 締 時 に 前 記 ピ ン の 先 端 部 と
当 接 し て も 変 形 し な い 硬 さ を 有 す る 鋼 材 か ら な る 、 請 求 項 ４ ま た は ５ に 記 載 の 金 型 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 金 型 が 、 母 型 と そ れ に 装 着 さ れ る 入 れ 子 と か ら な り 、 前 記 入 れ 子 が 、 表 面 粗 化 加 工 が
施 さ れ る キ ャ ビ テ ィ 表 面 を 有 し て お り 、 型 締 時 に 前 記 ピ ン の 先 端 部 と 当 接 し て も 変 形 し な
い 硬 さ を 有 す る 鋼 材 か ら な る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 金 型 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 金 型 装 置 に 関 し 、 特 に 、 キ ャ ビ テ ィ 表 面 を 交 互 に 加 熱 お よ び 冷 却 し て 成 形 す る ヒ
ー ト サ イ ク ル 法 に 適 し た 合 成 樹 脂 成 形 用 の 金 型 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
熱 可 塑 性 樹 脂 の 射 出 成 形 に お い て 、 溶 融 樹 脂 を 金 型 の キ ャ ビ テ ィ に 充 填 す る 際 に 金 型 温 度
を 高 く し て お く と 、 樹 脂 の 流 動 性 が 良 い の で キ ャ ビ テ ィ 表 面 の 転 写 が 良 好 で あ り ウ ェ ル ド
ラ イ ン が 目 立 た な い こ と か ら 、 溶 融 樹 脂 を キ ャ ビ テ ィ に 充 填 す る 間 だ け キ ャ ビ テ ィ 表 面 を
加 熱 す る ヒ ー ト サ イ ク ル 法 が 実 用 化 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
本 出 願 人 は 、 先 に 特 願 平 １ １ － ３ ７ ５ ０ ６ ９ 号 （ 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ８ ２ ２ ９ 号 ） に よ っ て
、 図 ４ に 示 す よ う な 、 ヒ ー ト サ イ ク ル 成 形 法 が 適 用 さ れ る 合 成 樹 脂 成 形 用 金 型 装 置 を 提 案
し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ の 合 成 樹 脂 成 形 用 金 型 装 置 は 、 母 型 ２ １ と 、 そ の 内 部 に 組 み 込 ま れ て い る 入 れ 子 ２ ２ と
か ら な る 。 こ の 入 れ 子 ２ ２ に キ ャ ビ テ ィ 表 面 ２ ３ が 形 成 さ れ 、 キ ャ ビ テ ィ 表 面 ２ ３ の 近 傍
に は 、 加 熱 媒 体 と 冷 却 媒 体 と が 交 互 に 繰 り 返 し て 流 入 さ れ る 水 管 ２ ４ が 設 け ら れ て い る 。
入 れ 子 ２ ２ と 母 型 ２ １ の 間 に は 、 凹 部 に 保 持 さ れ た 空 気 な ど 熱 伝 導 率 の 低 い 材 料 か ら な る
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断 熱 層 ２ ５ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
前 記 し た 従 来 の 金 型 装 置 を 用 い て ヒ ー ト サ イ ク ル 成 形 を 行 う と 、 成 形 品 の 周 囲 に バ リ が 出
や す い 傾 向 が あ る 。 バ リ は 、 固 定 側 金 型 と 可 動 側 金 型 の 入 れ 子 ２ ２ 同 士 が 接 触 す る 、 い わ
ゆ る パ ー テ ィ ン グ ラ イ ン に お い て 、 樹 脂 が 両 入 れ 子 ２ ２ の 接 触 面 間 に 侵 入 し て 固 化 す る こ
と に よ り 生 じ る 。 バ リ は 、 入 れ 子 式 で な い い わ ゆ る 直 彫 り 式 の 金 型 装 置 で も 同 様 の 原 理 で
発 生 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
一 般 的 に 、 入 れ 子 式 の 金 型 装 置 で も 直 彫 り 式 の 金 型 装 置 で も 、 キ ャ ビ テ ィ 温 度 を 低 温 に 一
定 に 保 ち な が ら 樹 脂 の 充 填 を 行 う 通 常 成 形 法 で は 、 入 れ 子 （ 金 型 ） 自 体 の 温 度 が 低 い こ と
と 、 キ ャ ビ テ ィ 内 を 流 動 す る 樹 脂 の 先 端 部 分 が 冷 え て 粘 度 が 高 い こ と か ら 、 パ ー テ ィ ン グ
ラ イ ン に 到 達 し た 樹 脂 が 両 入 れ 子 （ 両 金 型 ） の 接 触 面 間 に 侵 入 し に く く 、 バ リ は 生 じ に く
い 。 と こ ろ が 、 前 記 し た ヒ ー ト サ イ ク ル 成 形 法 で は 、 樹 脂 の 充 填 時 に キ ャ ビ テ ィ 表 面 温 度
を 上 げ て い る （ 例 え ば 樹 脂 充 填 時 の 温 度 は １ ２ ０ ℃ 程 度 ） こ と と 、 そ の キ ャ ビ テ ィ 内 を 流
動 す る 樹 脂 の 先 端 部 分 が 冷 え に く く 粘 度 が 低 い こ と か ら 、 パ ー テ ィ ン グ ラ イ ン に 到 達 し た
樹 脂 が 両 入 れ 子 （ 両 金 型 ） の 接 触 面 間 に 侵 入 し や す い 。 こ の よ う な 理 由 で 、 ヒ ー ト サ イ ク
ル 成 形 法 で は 、 通 常 成 形 法 に 比 べ て バ リ が 生 じ や す い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
通 常 、 射 出 成 形 法 に お い て 、 バ リ の 発 生 を 防 止 す る た め に は 、 パ ー テ ィ ン グ ラ イ ン に お け
る 両 入 れ 子 （ 両 金 型 ） の 接 触 圧 を 高 め る こ と が 有 効 で あ り 、 型 締 力 の 大 き い 成 形 機 を 用 い
て 接 触 圧 を 高 め る こ と や 、 同 じ 型 締 力 の 成 形 機 で あ っ て も 、 パ ー テ ィ ン グ ラ イ ン に お け る
両 入 れ 子 （ 両 金 型 ） の 接 触 面 積 を 小 さ く す る こ と に よ っ て 接 触 圧 を 高 め る こ と が 行 わ れ て
い る 。 す な わ ち 、 成 形 品 の 外 周 に あ た る キ ャ ビ テ ィ 周 縁 部 を そ の 外 側 の 部 分 よ り も 高 く 形
成 す る こ と に よ っ て 、 そ れ に 相 対 す る 入 れ 子 （ 金 型 ） と 当 接 す る の は こ の キ ャ ビ テ ィ 周 縁
部 の み に な り 、 接 触 面 積 が 小 さ く 、 し た が っ て 接 触 圧 が 高 く な っ て 、 樹 脂 が 接 触 面 間 に 侵
入 し て バ リ を 生 じ る 可 能 性 が 低 く な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
前 記 し た 通 り 、 パ ー テ ィ ン グ ラ イ ン に お け る 両 入 れ 子 （ 両 金 型 ） の 接 触 面 間 へ の 樹 脂 の 侵
入 は 、 接 触 圧 を 高 め る こ と に よ り か な り 防 ぐ こ と が で き る 。 し か し 、 こ れ と は 異 な る 要 因
に よ り バ リ が 発 生 す る 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
そ の 第 １ の 要 因 に つ い て 、 図 ５ （ ａ ） に 示 す 入 れ 子 式 金 型 装 置 を 例 に と っ て 説 明 す る 。 な
お 、 図 ５ （ ｂ ） ， （ ｃ ） ， （ ｄ ） は 、 図 ５ （ ａ ） 中 の Ａ 部 分 、 Ｂ 部 分 、 Ｃ 部 分 を そ れ ぞ れ
示 す 拡 大 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
こ の よ う な 金 型 装 置 に お い て 、 両 入 れ 子 ２ ６ ， ２ ７ が 当 接 す る パ ー テ ィ ン グ ラ イ ン に 位 置
す る 、 キ ャ ビ テ ィ 周 縁 部 ２ ７ ａ や 窓 部 を 形 成 す る た め の ピ ン ２ ７ ｂ の 輪 郭 部 分 の コ ー ナ ー
部 ２ ７ ｃ ， ２ ７ ｄ に 樹 脂 ２ ９ が 侵 入 し て 固 化 し 、 糸 状 の バ リ が 発 生 す る 場 合 が あ る 。 す な
わ ち 、 図 ５ （ ｂ ） ， （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 前 記 し た 通 り ヒ ー ト サ イ ク ル 法 に よ り 粘 度 が 低
下 し た 樹 脂 ２ ９ が 、 パ ー テ ィ ン グ ラ イ ン か ら 、 コ ー ナ ー 部 ２ ７ ｃ ， ２ ７ ｄ の 空 隙 に 侵 入 し
て 、 こ の 侵 入 部 分 ２ ９ ａ が 固 化 す る こ と に よ り 糸 バ リ が 発 生 す る こ と が あ る 。 さ ら に 、 図
５ （ ａ ） に 示 す よ う な 、 複 数 に 分 割 さ れ た 入 れ 子 ２ ７ が 用 い ら れ る 金 型 装 置 の 場 合 に は 、
図 ５ （ ｄ ） に 示 す よ う に 、 樹 脂 ２ ９ が 、 入 れ 子 ２ ７ 同 士 が 隣 接 す る 位 置 の コ ー ナ ー 部 ２ ７
ｅ の 空 隙 に 侵 入 し て 、 こ の 侵 入 部 分 ２ ９ ａ が 固 化 し て 糸 バ リ と な る お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
次 に 、 バ リ 発 生 の 第 ２ の 要 因 に つ い て 、 図 ６ （ ａ ） に 示 す 入 れ 子 式 金 型 装 置 を 例 に と っ て
説 明 す る 。 な お 、 図 ６ （ ｂ ） は 、 図 ６ （ ａ ） 中 の Ａ 部 分 の 拡 大 図 で あ る 。 こ の 金 型 装 置 で
は 、 固 定 側 の 入 れ 子 ３ ０ の キ ャ ビ テ ィ 表 面 に シ ボ 加 工 が 施 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
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こ の よ う な 金 型 装 置 で は 、 成 形 品 の 窓 部 の 輪 郭 が ギ ザ ギ ザ に な る 不 良 現 象 が 生 じ る こ と が
あ る 。 固 定 側 の 入 れ 子 ３ ０ の キ ャ ビ テ ィ 表 面 ３ ０ ａ に シ ボ 加 工 が 施 さ れ る 時 に は 、 加 工 の
都 合 上 、 可 動 側 の 入 れ 子 ３ １ の ピ ン ３ １ ａ が 当 接 す る 部 分 も 含 め て シ ボ 加 工 が 施 さ れ る 。
こ の シ ボ 面 ３ ０ ａ が 平 滑 な ピ ン 表 面 ３ １ ｂ と 当 接 し た 場 合 に は 、 ２ つ の 面 ３ ０ ａ ， ３ １ ｂ
が 密 着 す る こ と が な い 。 そ こ で 、 図 ６ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 成 形 品 の 窓 部 の 輪 郭 を 形 成 す
る 部 分 に お い て 生 じ た 空 隙 に 、 樹 脂 ２ ９ が 侵 入 し 、 侵 入 し た 部 分 ２ ９ ｂ が 固 化 し て バ リ と
な る 。 す な わ ち 、 成 形 さ れ た 窓 部 の 輪 郭 が ギ ザ ギ ザ に な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
以 上 、 図 ５ ， ６ に 示 す 入 れ 子 式 金 型 装 置 に つ い て 説 明 し た が 、 直 彫 り 式 金 型 装 置 に お い て
も 、 同 様 な 要 因 で バ リ が 発 生 す る お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
そ こ で 本 発 明 の 目 的 は 、 金 型 の コ ー ナ ー 部 へ の 樹 脂 の 侵 入 を 防 ぎ 、 ま た 、 成 形 品 の 輪 郭 を
形 成 す る 部 分 に 空 隙 が 生 じ て 樹 脂 が 侵 入 す る こ と を 防 ぎ 、 バ リ の 発 生 を 防 止 で き る 合 成 樹
脂 成 形 用 の 金 型 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 の 特 徴 は 、 可 動 側 金 型 と 固 定 側 金 型 の 少 な く と も 一 方 の キ ャ ビ テ ィ 表 面 の 温 度 を 繰
り 返 し 上 下 す る ヒ ー ト サ イ ク ル 成 形 法 が 行 わ れ る 金 型 装 置 に お い て 、 固 定 側 と 可 動 側 の 金
型 が 互 い に 当 接 す る 部 分 の 、 パ ー テ ィ ン グ ラ イ ン に 垂 直 な 断 面 の コ ー ナ ー 部 の 曲 率 半 径 が
０ ． ２ ｍ ｍ 以 下 で あ る と こ ろ に あ る 。 な お 、 金 型 が 、 母 型 と そ れ に 装 着 さ れ る 入 れ 子 と か
ら な る 場 合 に は 、 入 れ 子 の パ ー テ ィ ン グ ラ イ ン に 垂 直 な 断 面 の コ ー ナ ー 部 の 曲 率 半 径 が ０
． ２ ｍ ｍ 以 下 で あ る 。 さ ら に 、 可 動 型 金 型 と 固 定 側 金 型 の 少 な く と も 一 方 で 、 母 型 に 装 着
さ れ る 前 記 入 れ 子 が 複 数 に 分 割 さ れ て い る 場 合 に は 、 同 一 の 母 型 内 で 入 れ 子 同 士 が 当 接 す
る 部 分 の 、 パ ー テ ィ ン グ ラ イ ン に 垂 直 な 断 面 の コ ー ナ ー 部 の 曲 率 半 径 が ０ ． ２ ｍ ｍ 以 下 で
あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
こ の よ う に コ ー ナ ー 部 の 曲 率 半 径 が ０ ． ２ ｍ ｍ 以 下 で あ る と 、 こ の コ ー ナ ー 部 に 樹 脂 が 侵
入 す る こ と が な く 、 バ リ の 発 生 が 防 げ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ま た 、 本 発 明 の も う １ つ の 特 徴 は 、 可 動 側 金 型 と 固 定 側 金 型 の 少 な く と も 一 方 の キ ャ ビ テ
ィ 表 面 の 温 度 を 繰 り 返 し 上 下 す る ヒ ー ト サ イ ク ル 成 形 法 が 行 わ れ る 金 型 装 置 に お い て 、 固
定 側 の キ ャ ビ テ ィ 表 面 に 表 面 粗 化 加 工 が 施 さ れ て お り 、 こ れ に 当 接 す る ピ ン の 先 端 部 が 軟
ら か く て 加 工 面 に な じ む 材 質 か ら な る と こ ろ に あ る 。 表 面 粗 化 加 工 は シ ボ 加 工 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
こ の 構 成 に よ る と 、 型 締 時 に は 固 定 側 の キ ャ ビ テ ィ 表 面 と ピ ン の 先 端 部 が 密 着 し 、 ピ ン の
輪 郭 部 に 樹 脂 が 侵 入 す る 空 隙 が 生 じ な い 。 従 っ て 、 成 形 品 の 窓 部 の 輪 郭 部 分 に お け る ギ ザ
ギ ザ の 発 生 が 防 げ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
な お 、 ピ ン の 先 端 部 の 縦 弾 性 係 数 が ９ ８ ×１ ０ ４ ～ １ ０ ３ ０ ×１ ０ ４ Ｎ ／ ｃ ｍ ２ で あ り 、
表 面 粗 化 加 工 が 施 さ れ る キ ャ ビ テ ィ 表 面 を 有 す る 金 型 が 、 型 締 時 に 前 記 ピ ン の 先 端 部 と 当
接 し て も 変 形 し な い 硬 さ を 有 す る 鋼 材 か ら な る こ と が 好 ま し い 。 金 型 が 、 母 型 と そ れ に 装
着 さ れ る 入 れ 子 と か ら な る 場 合 に は 、 入 れ 子 が 、 表 面 粗 化 加 工 が 施 さ れ る キ ャ ビ テ ィ 表 面
を 有 し て お り 、 型 締 時 に 前 記 ピ ン の 先 端 部 と 当 接 し て も 変 形 し な い 硬 さ を 有 す る 鋼 材 か ら
な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 １ に は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 の 金 型 装 置 が 示 さ れ て い る 。 図 １ （ ａ ） は 、 本 実 施 形
態 の 金 型 装 置 の 全 体 を 示 し 、 図 １ （ ｂ ） ～ （ ｄ ） は 、 図 １ （ ａ ） 中 の Ａ 部 分 、 Ｂ 部 分 、 Ｃ
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部 分 を そ れ ぞ れ 拡 大 し て 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
本 実 施 形 態 の 金 型 装 置 は 、 金 型 の 母 型 に 入 れ 子 が 装 着 さ れ る 入 れ 子 方 式 で あ り 、 一 方 の 金
型 （ 固 定 側 金 型 ） １ は 、 単 一 の 入 れ 子 ２ が 母 型 ３ に 装 着 さ れ た も の で あ り 、 他 方 の 金 型 （
可 動 側 金 型 ） ４ は 、 複 数 に 分 割 さ れ た 入 れ 子 ５ が 母 型 ６ に 装 着 さ れ た も の で あ る 。 そ し て
、 従 来 の 金 型 装 置 と 同 様 の 水 管 ７ と 断 熱 層 （ 空 気 層 ） ８ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
こ の 金 型 装 置 で は 、 入 れ 子 ５ の コ ー ナ ー 部 ５ ｃ ， ５ ｄ ， ５ ｅ が 殆 ど 丸 み を 帯 び な い よ う に
、 具 体 的 に は 曲 率 半 径 が ０ ． ２ ｍ ｍ 以 下 に な る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 図 １ （
ｂ ） に 示 す 、 入 れ 子 ５ の キ ャ ビ テ ィ 周 縁 部 ５ ａ の 、 そ れ に 相 対 す る 入 れ 子 ２ と 当 接 す る 部
分 の コ ー ナ ー 部 ５ ｃ や 、 図 １ （ ｃ ） に 示 す 、 入 れ 子 ５ の 、 成 形 品 に 窓 部 を 形 成 す る た め の
ピ ン ５ ｂ の コ ー ナ ー 部 ５ ｄ が 、 そ れ ぞ れ の 曲 率 半 径 が ０ ． ２ ｍ ｍ 以 下 に な る よ う に 形 成 さ
れ て い る 。 ま た 、 図 １ （ ｄ ） に 示 す よ う に 、 分 割 さ れ た 複 数 の 入 れ 子 ５ 同 士 が 隣 接 す る 位
置 の コ ー ナ ー 部 ５ ｅ も 、 同 様 に 曲 率 半 径 が ０ ． ２ ｍ ｍ 以 下 に な る よ う に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
こ の 構 成 に よ る と 、 入 れ 子 ５ の パ ー テ ィ ン グ ラ イ ン に 位 置 す る コ ー ナ ー 部 ５ ｃ ， ５ ｄ に 殆
ど 丸 み が な い た め 、 型 締 時 に 樹 脂 １ ０ の 侵 入 を 許 容 す る だ け の 空 隙 が 存 在 せ ず 、 成 形 品 に
バ リ が 生 じ な い 。 さ ら に 、 分 割 さ れ た 複 数 の 入 れ 子 ５ に お い て 、 隣 接 す る 入 れ 子 ５ の コ ー
ナ ー 部 ５ ｅ 間 に も 、 樹 脂 １ ０ の 侵 入 を 許 容 す る 空 隙 が 存 在 し な い た め 、 成 形 品 に バ リ が 生
じ な い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
こ の よ う に 、 樹 脂 １ ０ が 侵 入 し な い よ う に し て バ リ を 防 止 す る た め に は 、 各 コ ー ナ ー 部 ５
ｃ ～ ５ ｅ の 曲 率 半 径 が ０ ． ２ ｍ ｍ 以 下 程 度 で あ る 必 要 が あ り 、 加 工 性 等 を 考 慮 す る と 、 曲
率 半 径 を ０ ． ０ １ ～ ０ ． ２ ｍ ｍ に す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
次 に 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 の 金 型 装 置 に つ い て 、 図 ２ ～ ３ を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 ２
（ ａ ） は 、 成 形 動 作 前 の 型 開 き 状 態 の 、 本 実 施 形 態 の 金 型 装 置 の 全 体 を 示 し 、 図 ２ （ ｂ ）
は 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す 金 型 の 入 れ 子 １ ２ の ピ ン １ ２ ａ の 先 端 部 １ ２ ｄ 付 近 を 拡 大 し て 示 し
て い る 。 図 ３ （ ａ ） は 、 型 閉 状 態 の 本 実 施 形 態 の 金 型 装 置 の 全 体 を 示 し 、 図 ３ （ ｂ ） は 、
図 ３ （ ａ ） 中 の Ａ 部 分 を 拡 大 し て 示 し て い る 。 な お 、 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 の 部 分 に つ い
て は 、 同 一 の 符 号 を 付 与 し 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
本 実 施 形 態 の 金 型 装 置 で は 、 固 定 側 の 入 れ 子 １ １ は 、 型 締 時 に 、 後 述 す る ピ ン １ ２ ａ の 先
端 部 １ ２ ｄ （ よ り 詳 し く は 凸 部 １ ２ ｂ ） と 当 接 し て も 変 形 し な い 硬 さ を 有 す る 鋼 材 か ら な
り 、 具 体 的 に は 、 例 え ば 縦 弾 性 係 数 が ２ １ ０ ０ ×１ ０ ４ Ｎ ／ ｃ ｍ ２ 程 度 の 鋼 材 （ 例 え ば 工
具 鋼 Ｓ Ｋ Ｄ ６ １ な ど の 通 常 の 金 型 材 料 ） に よ り 形 成 さ れ 、 そ の キ ャ ビ テ ィ 表 面 が 、 シ ボ 加
工 を 施 さ れ て 表 面 粗 さ が 粗 い シ ボ 面 １ １ ａ に な っ て い る 。 そ し て 、 可 動 側 の 入 れ 子 １ ２ の
、 型 締 時 （ 図 ３ 参 照 ） に こ の シ ボ 面 １ １ ａ に 当 接 す る ピ ン １ ２ ａ の 先 端 部 １ ２ ｄ が 、 工 具
鋼 Ｓ Ｋ Ｄ ６ １ よ り も 軟 ら か い 真 鍮 （ 黄 銅 ） に よ り 形 成 さ れ て い る 。 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う
に 、 本 実 施 形 態 の ピ ン １ ２ ａ の 先 端 部 １ ２ ｄ に は 凸 部 １ ２ ｂ と 凹 部 １ ２ ｃ が 設 け ら れ て お
り 、 凸 部 １ ２ ｂ の 幅 は １ ． ２ ｍ ｍ 程 度 で あ り 、 先 端 部 １ ２ ｂ に 囲 ま れ る 凹 部 １ ２ ｃ （ ピ ン
１ ２ ａ の 半 径 方 向 中 央 付 近 ） の 深 さ は 、 ０ ． ０ ５ ｍ ｍ 程 度 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
こ の 金 型 装 置 で は 、 型 締 時 に 、 真 鍮 な ど の 軟 ら か い 材 質 か ら な る ピ ン １ ２ ａ の 先 端 部 １ ２
ｄ の 凸 部 １ ２ ｂ が 、 シ ボ 面 １ １ ａ に 押 し 付 け ら れ る 。 す る と 、 凸 部 １ ２ ｂ が シ ボ 面 １ １ ａ
に 対 応 す る 形 状 に 変 形 さ せ ら れ る （ 図 ３ 参 照 ） 。 こ の と き 、 凸 部 １ ２ ｂ の 変 形 に 伴 っ て 多
少 は み 出 し た 部 分 は 、 凹 部 １ ２ ｃ 内 に 逃 が さ れ 、 変 形 さ せ ら れ た 凸 部 １ ２ ｂ が シ ボ 面 １ １
ａ に 密 着 し 、 空 隙 が 生 じ な い 。 従 っ て 、 バ リ が 発 生 せ ず 、 ピ ン １ ２ ａ に よ っ て 成 形 さ れ る
窓 部 の 輪 郭 が 従 来 の よ う に ギ ザ ギ ザ に な る こ と は な い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
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な お 、 ピ ン １ ２ ａ の 先 端 部 １ ２ ｄ を 構 成 す る 軟 ら か い 材 料 の 例 と し て は 、 亜 鉛 合 金 （ Ｚ Ａ
Ｓ ） 、 ア ル ミ ニ ウ ム お よ び そ の 合 金 、 銅 お よ び そ の 合 金 な ど が 挙 げ ら れ 、 縦 弾 性 係 数 が ９
８ ×１ ０ ４ ～ １ ０ ３ ０ ×１ ０ ４ Ｎ ／ ｃ ｍ ２ （ お よ そ １ ０ ×１ ０ ４ ～ １ ０ ５ ×１ ０ ４ ｋ ｇ ｆ
／ ｃ ｍ ２ ） の 範 囲 内 に あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
こ の よ う に 、 本 実 施 形 態 で は 、 ピ ン １ ２ ａ の 先 端 部 １ ２ ｄ が 真 鍮 な ど の 軟 ら か い 材 料 に よ
り 形 成 さ れ 、 こ の 先 端 部 １ ２ ｄ に 凸 部 １ ２ ｂ お よ び 凹 部 １ ２ ｃ が 設 け ら れ て い る 。 た だ し
、 ピ ン １ ２ ａ の 先 端 部 １ ２ ｄ は 、 相 対 す る キ ャ ビ テ ィ 表 面 （ 本 実 施 形 態 で は シ ボ 面 １ １ ａ
） に 少 な く と も 一 部 が 当 接 す る も の で あ れ ば 、 そ の 形 状 に つ い て は 特 に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
本 実 施 形 態 の 金 型 装 置 に お い て 、 前 記 し た 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 に 、 入 れ 子 を 、 各 コ ー ナ
ー 部 の 曲 率 半 径 が ０ ． ２ ｍ ｍ 以 下 に な る よ う に 形 成 す る こ と に よ っ て 、 コ ー ナ ー 部 へ の 樹
脂 １ ０ の 侵 入 を 防 ぎ 、 バ リ の 発 生 を よ り 確 実 に 防 止 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
以 上 説 明 し た ２ つ の 実 施 形 態 は い ず れ も 入 れ 子 式 の 金 型 装 置 に 関 す る も の で あ っ た が 、 本
発 明 は 、 入 れ 子 式 で な い 、 い わ ゆ る 直 彫 り 式 の 金 型 装 置 に お い て も 同 様 に 適 用 可 能 で あ る
。
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ る と 、 金 型 の コ ー ナ ー 部 へ の 樹 脂 の 侵 入 を 防 ぐ こ と が で き 、 ま た 、 成 形 品 の 輪
郭 を 形 成 す る 部 分 に 樹 脂 が 侵 入 可 能 な 空 隙 が 生 じ る の を 防 ぐ こ と が で き 、 バ リ の 発 生 を 防
止 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 図 １ （ ａ ） は 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 の 金 型 装 置 の 全 体 を 示 す 概 略 断 面 図 、 図 １
（ ｂ ） は 図 １ （ ａ ） 中 の Ａ 部 分 を 示 す 拡 大 図 、 図 １ （ ｃ ） は 図 １ （ ａ ） 中 の Ｂ 部 分 を 示 す
拡 大 図 、 図 １ （ ｄ ） は 図 １ （ ａ ） 中 の Ｃ 部 分 を 示 す 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ （ ａ ） は 、 成 形 前 の 型 開 き 状 態 の 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 の 金 型 装 置 の 全
体 を 示 す 概 略 断 面 図 、 図 ２ （ ｂ ） は 図 ２ （ ａ ） に 示 す 金 型 装 置 の 入 れ 子 の ピ ン の 先 端 部 付
近 を 示 す 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ （ ａ ） は 、 型 閉 状 態 の 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 の 金 型 装 置 の 全 体 を 示 す 概
略 断 面 図 、 図 ３ （ ｂ ） は 図 ３ （ ａ ） 中 の Ａ 部 分 を 示 す 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 の 金 型 装 置 の 第 １ の 例 を 示 す 概 略 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ （ ａ ） は 従 来 の 金 型 装 置 の 第 ２ の 例 の 全 体 を 示 す 概 略 断 面 図 、 図 ５ （ ｂ ） は
図 ５ （ ａ ） 中 の Ａ 部 分 を 示 す 拡 大 図 、 図 ５ （ ｃ ） は 図 ５ （ ａ ） 中 の Ｂ 部 分 を 示 す 拡 大 図 、
図 ５ （ ｄ ） は 図 ５ （ ａ ） 中 の Ｃ 部 分 を 示 す 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ （ ａ ） は 従 来 の 金 型 装 置 の 第 ３ の 例 の 全 体 を 示 す 概 略 断 面 図 、 図 ６ （ ｂ ） は
図 ６ （ ａ ） 中 の Ａ 部 分 を 示 す 拡 大 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 　 　 　 固 定 側 金 型
２ 　 　 　 　 　 単 一 の 入 れ 子
３ ， ６ 　 　 　 母 型
４ 　 　 　 　 　 可 動 側 金 型
５ 　 　 　 　 　 複 数 に 分 割 さ れ た 入 れ 子
５ ａ 　 　 　 　 キ ャ ビ テ ィ 周 縁 部
５ ｂ 　 　 　 　 ピ ン
５ ｃ ， ５ ｄ ， ５ ｅ 　 　 　 コ ー ナ ー 部
７ 　 　 　 　 　 水 管
８ 　 　 　 　 　 断 熱 層 （ 空 気 層 ）
１ ０ 　 　 　 　 樹 脂
１ １ ， １ ２ 　 入 れ 子
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１ １ ａ 　 　 　 シ ボ 面
１ ２ ａ 　 　 　 ピ ン
１ ２ ｂ 　 　 　 凸 部
１ ２ ｃ 　 　 　 凹 部
１ ２ ｄ 　 　 　 先 端 部

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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